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 㔝ᕝ ⚈（⚟ᒣ平成大学 ⚟♴ᗣ学㒊こども学⛉ ㅮᖌ）▮ۑ

ᒣ㷂 ᩄ⚽・ⵦ生 ၨྖ（高知大学教育学㒊/高知大学教育学㒊㝃属特別支援学ᰯ） 

Ᏹᕝ ᾈஅ・す本 三ᬛ・ᆏ本 ⏤ᕸ子（高知大学教育学㒊㝃属特別支援学ᰯ） 

 

㸯 ၥ㢟と┠ⓗ 

 ᯾特別支援学ᰯ（以下「㸿ᰯ」という。）は知的障害を

な対㇟とする学ᰯであり、ᑠ学㒊・中学㒊・高等㒊のඣ

❺生ᚐがᅾ⡠している。今年、学ᰯ創❧50࿘年を㏄え、ᆅ

ᇦ社会において特別支援教育をࣜーࢻする❧場として、㸿

ᰯの果たす役割と期ᚅはさらに高まっている。教育┠ᶆを

「ඣ❺生ᚐのᑗ来における社会的自❧と社会参加」と定め、

㏆年は障害者ᶒ᮲⣙における“ྜ理的㓄៖”ཬび“ᕪ別

⚗Ṇ”、ᅜ内ἲにおける障害者ᕪ別解消ἲや障害者雇用ಁ

㐍ἲ等に╔┠し、㐍㊰指導の実を図ってきた。 

㏆年、障害者就労支援の重点ㄢ題は「一⯡就労」にとど

まらず「職場定╔」へと⛣行しつつあるが、この点にも╔

┠しࢱࣇーケの実を図ってきた。➹者は200�（平成

1�）年度から2010（平成22）年度、201�（平成29）年から

201�（平成30）年の計㸵年間㐍㊰指導事を務めてきた。

職場定╔を果ࡡの間に就職した༞業生㞳職⋡は1割とᴫࡑ

たしているものの、ㅖ事情により㞳職者が出ることも事実

である。ࡑこで、㸿ᰯ༞業生の動向調ᰝから職場定╔⋡を

見ていくとともに、職場定╔要ᅉを᥈る。ేせて㞳職⋡を

㚷みて㞳職要ᅉを᥈り、㸿ᰯをはじめ特別支援学ᰯの職場

定╔支援をどのようにᤊえ、展開すればよいか、ࡑのᅾり

方について検討することを┠的とした。 

 

２ ᪉ἲ 

(1) 対㇟⪅ 

1999（平成 11）年度༞業生から 201�（平成 30）年度༞

業生までの㐣ཤ20年にΏる㸿ᰯの༞業生1�1名のうࡕ、

業やἲ人等に就職した一⯡就労者92名を対㇟とした。 

(2) ㄪᰝ᪉ἲ 

一⯡就労者に関する⤫計は、各年௦で㸿ᰯ高等㒊を༞業

する時点で⟬出したᩘᏐとなる。㞳職者に対する⤫計⟬出

のための実態ᢕᥱは、学ᰯに一⯡就労ඛから直接連⤡がධ

る場ྜや、就労支援機関である障害者職業ࢭンࢱーཬび就

業・生活支援ࢭンࢱーのジョブコーࢳ等、බ共職業安定ᡤ

等の連⤡によってᢕᥱする場ྜがある。また、学ᰯに本人

やಖㆤ者から連⤡がある場ྜや、同年௦の人やࡑのಖㆤ

者からの情報もある。さらに、ほࡰẖ᭶一回開ദされる㟷

年学⣭�全༞業生を対㇟とした同❆会行事)参加者の話から

ヲ⣽がศかる場ྜもあり、これらの情報を⥲ྜ的に組み込

んだ調ᰝ方ἲとなっている。 

(3) ⌮ⓗ配慮 

本◊✲の計⏬ཬび発⾲における「理的㓄៖」について、

学ᰯ長確認の上、実施している。 

 

㸱  ⤖ᯝと考ᐹ 

 㐣ཤ20年間の一⯡就労者ᩘཬび㞳職者ᩘ、再就労者ᩘと

 。の割ྜを、⾲㸯にまとめたࡑ

 

⾲㸯 ༞ᴗ生のᑵ⫋≧ἣと㞳⫋≧ἣ㸦㐣ཤ2�ᖺ㸧 

ᖺᗘ ༞ᴗ⪅ᩘ 
୍⯡ᑵປ 

⪅ᩘ㻔䠂㻕 

㞳職⪅ 

ᩘ㻔䠂㻕 

ᑵປ⪅ 

ᩘ㻔䠂㻕 

㻝㻥㻥㻥㻔ᖹᡂ㻝㻝㻕 㻤 㻠㻔㻡㻜㻚㻜㻕 㻞㻔㻡㻜㻚㻜㻕 㻜㻔㻜㻚㻜㻕 

㻞㻜㻜㻜㻔ᖹᡂ㻝㻞㻕 㻤 㻞㻔㻞㻡㻚㻜㻕 㻝㻔㻡㻜㻚㻜㻕 㻜㻔㻜㻚㻜㻕 

㻞㻜㻜㻝㻔ᖹᡂ㻝㻟㻕 㻣 㻡㻔㻣㻝㻚㻠㻕 㻠㻔㻤㻜㻚㻜㻕 㻞㻔㻡㻜㻚㻜㻕 

㻞㻜㻜㻞㻔ᖹᡂ㻝㻠㻕 㻣 㻡㻔㻣㻝㻚㻠㻕 㻠㻔㻤㻜㻚㻜㻕 㻟㻔㻣㻡㻚㻜㻕 

㻞㻜㻜㻟㻔ᖹᡂ㻝㻡㻕 㻝㻜 㻣㻔㻣㻜㻚㻜㻕 㻠㻔㻡㻣㻚㻝㻕 㻞㻔㻡㻜㻚㻜㻕 

㻞㻜㻜㻠㻔ᖹᡂ㻝㻢㻕 㻥 㻠㻔㻠㻠㻚㻠㻕 㻠㻔㻝㻜㻜㻕 㻞㻔㻡㻜㻚㻜㻕 

㻞㻜㻜㻡㻔ᖹᡂ㻝㻣㻕 㻥 㻡㻔㻡㻡㻚㻡㻕 㻠㻔㻤㻜㻚㻜㻕 㻞㻔㻡㻜㻚㻜㻕 

㻞㻜㻜㻢㻔ᖹᡂ㻝㻤㻕 㻤 㻢㻔㻣㻡㻚㻜㻕 㻝㻔㻝㻢㻚㻢㻕 㻜㻔㻜㻚㻜㻕 

㻞㻜㻜㻣㻔ᖹᡂ㻝㻥㻕 㻥 㻢㻔㻢㻢㻚㻢㻕 㻝㻔㻝㻢㻚㻢㻕 㻜㻔㻜㻚㻜㻕 

㻞㻜㻜㻤㻔ᖹᡂ㻞㻜㻕 㻥 㻡㻔㻡㻡㻚㻡㻕 㻝㻔㻞㻜㻚㻜㻕 㻝㻔㻝㻜㻜㻕 

㻞㻜㻜㻥㻔ᖹᡂ㻞㻝㻕 㻥 㻣㻔㻣㻣㻚㻣㻕 㻜㻔㻜㻚㻜㻕 㻜㻔㻜㻚㻜㻕 

㻞㻜㻝㻜㻔ᖹᡂ㻞㻞㻕 㻤 㻟㻔㻟㻣㻚㻡㻕 㻝㻔㻟㻟㻚㻟㻕 㻝㻔㻝㻜㻜㻕 

㻞㻜㻝㻝㻔ᖹᡂ㻞㻟㻕 㻤 㻡㻔㻢㻞㻚㻡㻕 㻜㻔㻜㻚㻜㻕 㻜㻔㻜㻚㻜㻕 

㻞㻜㻝㻞㻔ᖹᡂ㻞㻠㻕 㻤 㻠㻔㻡㻜㻚㻜㻕 㻝㻔㻞㻡㻚㻜㻕 㻜㻔㻜㻚㻜㻕 

㻞㻜㻝㻟㻔ᖹᡂ㻞㻡㻕 㻣 㻟㻔㻠㻞㻚㻤㻕 㻝㻔㻟㻟㻚㻟㻕 㻜㻔㻜㻚㻜㻕 

㻞㻜㻝㻠㻔ᖹᡂ㻞㻢㻕 㻤 㻠㻔㻡㻜㻚㻜㻕 㻜㻔㻜㻚㻜㻕 㻜㻔㻜㻚㻜㻕 

㻞㻜㻝㻡㻔ᖹᡂ㻞㻣㻕 㻣 㻠㻔㻡㻣㻚㻝㻕 㻜㻔㻜㻚㻜㻕 㻜㻔㻜㻚㻜㻕 

㻞㻜㻝㻢㻔ᖹᡂ㻞㻤㻕 㻢 㻠㻔㻢㻢㻚㻢㻕 㻜㻔㻜㻚㻜㻕 㻜㻔㻜㻚㻜㻕 

㻞㻜㻝㻣㻔ᖹᡂ㻞㻥㻕 㻤 㻞㻔㻞㻡㻚㻜㻕 㻜㻔㻜㻚㻜㻕 㻜㻔㻜㻚㻜㻕 

㻞㻜㻝㻤㻔ᖹᡂ㻟㻜㻕 㻤 㻣㻔㻤㻣㻚㻡㻕 㻜㻔㻜㻚㻜㻕 㻜㻔㻜㻚㻜㻕 

   ィ 㻝㻢㻝 㻥㻞㻔㻡㻣㻚㻝㻕 㻞㻥㻔㻟㻝㻚㻡㻕 㻝㻟㻔㻠㻠㻚㻤㻕 

 

年度によってᩘ್の変動はあるが、20年間をトーࢱルし

て⣙5�㸣と高い一⯡就労⋡となっている。㸿ᰯのఏ⤫とし

て、社会人としての生活ຊを㣴うため心身ともに㘫えるᰯ

風であるが、子ども㐩にᐤりῧい、見Ᏺり、心を育ࡴこと

を大ษにしている。ල体的には、ど覚支援をከく取りධれ

たり、㻼㻭㼀㻴（ᖾせの一␒ᫍ）のᡭἲを取りධれたりする
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等、子ども㐩のክや希望、やってみたいこと、なりたい職

業等を自ศでㄒり、発ಙすることや要ồすること、ᴦしࡴ

ຊの育成を意識的に教職員がとらえ、学⩦活動を展開して

いる。 

㐍㊰指導では本人の希望に加え、ಖㆤ者への⪺き取り、

個々の障害特性や性᱁を㋃まえ、業務内ᐜや職場環境との

を図り、就労ඛをỴ定している。教職員の連携ࢢンࢳࢵ࣐

では、2014（平成2�）年から㸿ᰯで活㌍する２名の就職支

援コーࢹィࢿーࢱーのᏑᅾが非常に大きく、ᅾᰯ生や༞業

生の㐍㊰にಀる❓ᆅを、ᗄ度も身をしてᩆってくれてい

る。 

こうした学ᰯ全体の取り組みがᚎ々に実を結び、㞳職者

ᩘは㏆年、ῶᑡのഴ向にある。⾲㸯から㞳職者ᩘとࡑの割

ྜを見ると、༞業年ᩘを⤒ている者ほど㞳職がከく、ある

⛬度やࡴを得ない実態ともいえるであࢁう。特に2005（平

成1�）年までの༞業生の㞳職が㢧ⴭであり、10年以上仕事

を⥆けることの㞴しさを示している。㞳職のཎᅉについて、

個々に↔点を当てて᥈るため、次の⾲で㞳職年ᩘཬび㞳職

理⏤、再就労の状況等を示した。 

 

⾲２ 㞳⫋⪅ᩘཬࡧ㞳⫋⌮⏤ࠊᕪᑵປ≧ἣ➼に࠸ࡘて 

1̺���(ᖹᡂ11)ᖺᗘ㹼2�1�(ᖹᡂ3�)ᖺᗘ  ̺

  ͤ⮬ᕫ㸸⮬ᕫ㒔ྜ㏥⫋  会社㸸会社㒔ྜ㏥⫋ 

 

⾲２についても、㐣ཤ 20 年間のトーࢱルとしてまとめ

た。ここで明らかなのは、就職して２年┠までの㞳職者が

非常にከいことである。⾲㸯と照らしྜわせると、⾲㸯で

は2005年以๓の㞳職者ᩘが非常にከいため、この年௦の㞳

職者がẚ㍑的᪩い年ᩘで㎡めたことがศかる。また、㸶年

┠で３人、12年┠では㸲人の㞳職者を出している。年㱋が

20 ௦後༙から 30 ௦にᕪしかかる時期であり、仕事への意

欲や体ຊ面、職場の人間関ಀ等、༞業生たࡕの仕事のとら

え方や感じ方がᚎ々に変化しているものと思われる。㞳職

理⏤としては自ᕫ㒔ྜ19௳と、会社㒔ྜ10௳のಸ㏆くに

なっている。ここから、自らの㒔ྜや事情で㎡めていく༞

業生がከいことがศかる。個々に検ドすれば一つの事情で

は れない様々な要ᅉがᾋかび上がるものの、本人のཱྀか

ら「会社を㎡めたい。」「別の仕事をしてみたい。」等の話や、

「会社の人が↓どする。」「ࡷࡕんと教えてくれない。」「話

し相ᡭがいない。」といった相談もᣲがる。༞業生たࡕの⬚

の内、本㡢に⪥をഴけると、職場環境や業務のスキルࢵ

のみならず、自ᕫをᐈ観的にᤊえることの㞴しさや自ᕫࣉ

肯定感の低さ、他者に対するᛕ�ಙ用できない)といった

要ᅉをも、ᛕ㢌に⨨く必要があるのではないだࢁうか。 

 学ᰯ時௦に㐳り༞業生㐩の生活の様子や心情をᤊえると、

これらの要ᅉをけるࢯࣆ࢚ーࢻがᾋかびあがる。ඛに

㏙たように㸿ᰯはᑠ学㒊・中学㒊・高等㒊があるため、

各学㒊ࡑれࡒれのẁ㝵で子ども㐩はධ学してくる。中学㒊

や高等㒊でධってくる生ᚐの中には、やや◳くᬯい⾲情で

うつࡴきがࡕな子もከい。子ども㐩の⾲情にᇉ間見える⩸

りから、障害があることから発生したコミュニケーション

の不㊊や生活全⯡における⤒㦂のᑡなさ、あるいはᑡなか

らずあったと思われる「いじめ」による人への不ಙ感や自

ᕫ肯定感の低さ、自ಙの↓さといった２次障害とᤊえられ

る状態がみえる。ᚎ々に㸿ᰯの環境に័れ、ඖẼに人と

はしࡄࡷ姿を見るにつけ、ࡑれまでに㈇った心のയを、社

会に出てから再発させることのないように㢪っている。 

また、㞳職者を個々に見た場ྜ、ㅖ事情により家庭的ᇶ

┙がᙅく、ᇶ本的生活⩦័の確❧がᅔ㞴だった子どもが結

果的にⓙ、㞳職に⮳っている。ᇶ本的生活⩦័すなわࡕ身

㎶ฎ理が不༑ศだと職場に╔ていく⾰服にΎ₩感がない、

ໝうといった指や、೫食でᰤ㣴ࣂランスがᝏく体調不良

をᣍき、意欲の低下に繋がっているといった指をこれま

でఱ度も受けた。また、ఫ環境が整わず㒊ᒇはࢦミがᩓ

している、といった状況にもఱ度も㐼㐝した。働く以๓の

᰿※的な支援がධらなければ、௬に就職しても定╔をồめ

ることが、ࡑもࡑも↓理な要ồといえるのではないか。 

 

㸲 ㄢ㢟とᒎᮃ 

 職場定╔のための支援を業ഃにもồめる時௦にධった。

では学ᰯ関ಀ者はఱがồめられるのか。ᇶ本的生活⩦័の

確❧はもࢁࡕんこと思期にも対応する学ᰯでは、自ᑛ心

を高め自ಙを持たせ、意欲を育ࡴことを➨一にᣲࡆたい。

子ども㐩の中には相談するとᛣられるのでは、話す内ᐜが

ఏわらないからఏえる行為自体が᎘、といったコミュニケ

ーションを図ることに自ಙがない子がከい。就労生活では

「報࿌・連⤡・相談」がồめられるが、このⱆを学ᰯでし

っかり育ࡴことがồめられる。家庭的なᇶ┙や支えがᙅい

子ども㐩は、なおさら自ᕫ肯定感を育くࡴ必要がある。社

会人になってからも࿘ᅖの大人に㢗ることができ、ᅔった

ことがあれば相談することができるように、子ども㐩の心

身にಀる支援の実を図り、職場定╔に繋ࡆてあࡆたい。 

㞳職ᖺᩘ 㞳職⪅ᩘ 㞳職理⏤ ᑵປ≧ἣ 

㻝ᖺ௨ෆ 㻢 ⮬ᕫ㻠    社㻞 ୍⯡㻟    ⚟♴㻟 

㻞ᖺ 䚺 㻤 ⮬ᕫ㻡    社㻟 ୍⯡㻡    ⚟♴㻞 

㻟ᖺ 䚺 㻞 ⮬ᕫ㻝    社㻝 ୍⯡㻞 

㻠ᖺ 䚺 㻞 ⮬ᕫ㻞     ⚟♴㻝 

㻡ᖺ 䚺 㻞 ⮬ᕫ㻞  ⚟♴㻝 

㻢ᖺ 䚺 㻞 社㻞 ⚟♴㻞 

㻤ᖺ 䚺 㻟 ⮬ᕫ㻝    社㻞 ୍⯡㻞  

㻝㻞ᖺ 䚺 㻠 ⮬ᕫ㻠  ୍⯡㻝    ⚟♴㻝 

  ィ 㻞㻥 ⮬ᕫ㻝㻥   社㻝㻜 ୍⯡㻝㻟   ⚟♴㻝㻜 
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▱ⓗ㞀ᐖ・Ⓨ㐩㞀ᐖを持ࡘᅾ⫋⪅向ࡅᐃ╔ᨭ࣒ࣛࢢࣟࣉの実施を㏻ࡌて 
㹼２ᖺ㛫の考ᐹとᚋのᒎ㛤に࠸ࡘて㹼 

 

  （ーあいるࢱンࢭ社会⚟♴ἲ人Ṋⶶ㔝 Ṋⶶ㔝ᕷ障害者就労支援）  ᯇᮧ ె子ۑ

➉அ内 㞞（㻺㻼㻻ἲ人障がい者就業・雇用支援ࢭンࢱー） 
 

㸯 ࡵࡌࡣに 

 知的障害や発㐩障害をお持ࡕの方の中には、༞後就職が

ールになってしまい「働くこと」への理解が深まらないࢦ

まま社会のᯟ組みの中にᢲし出されてしまったり、また働

き⥆けるために必要な◊ಟや学⩦の場が得られにくいと

いった共通のㄢ題がある。ࡑれが職場での不㐺応のཎᅉの

一つや、就労⥅⥆へのࣔ࣋ࢳーションの低下に繋がってい

るのではないかと考えた。 

ーでは、平成29年度から、愛のᡭᖒをࢱンࢭこで、当ࡑ

ಖ持、または発㐩障害のデ᩿を受け特別支援学ᰯ等から

業就労したⓏ㘓者に対して、ձ働くຊの㔊成、ղᑗ来のᬽ

らし方、ճᆅᇦの௰間作りを┠的として、እ㒊ㅮᖌ（業

出身でᅾ⡠ᆺ職場㐺応援ຓ者有㈨᱁者）の༠ຊを得て業

のノウハウを活用した職場定╔ࢢࣟࣉラ࣒を実施している。 

本ࢢࣟࣉラ࣒を平成29年度、平成30年度に㸯回ずつ、平

成30年度にステࣉࢵࣉࢵ∧を㸯回実施した。本発⾲では

２年間の実施内ᐜと考ᐹ、今後の展開について報࿌をする。 

 

２ 実施ᴫせ 

(1) 参加⪅ 

ステࣉࢵࣉࢵ∧は平成29年度の本ࢢࣟࣉラ࣒受ㅮ者の

みの参加とし、本ࢢࣟࣉラ࣒に関しては、平成30年度に特

別支援学ᰯを༞業し業就労をしたⓏ㘓者と⥆年ᩘがあ

る⛬度あるⓏ㘓者の中からケース担当職員からの᥎⸀の

あった者とした（⾲㸯）。 

⾲㸯 参加⪅ᒓᛶ 

ᖹᡂ㻞㻥ᖺᗘ 㻝㻜௦ 㻞㻜䡚㻞㻡ṓ 㻞㻢䡚㻟㻜ṓ 

⏨䠖ዪ ẚ 䠐䠖䠌 䠔䠖䠎 䠍䠖䠍 

ᡭᖒの✀ู（ே） 

⢭（䠍）  

▱（䠎）  

㔜」（䠍） 

▱（㻝㻜） ▱（䠎） 

ᖹᡂ㻟㻜ᖺᗘ 㻝㻜௦ 㻞㻜䡚㻞㻡ṓ 㻞㻢䡚㻠㻡ṓ 

⏨䠖ዪ ẚ 䠎䠖䠌 䠎䠖䠌 䠐䠖䠌 

ᡭᖒの✀ู（ே） 
⢭（䠍） 

▱（䠍） 
▱（䠎） ▱（䠐） 

ᖹᆒ⥆ᖺ  ᩘ 䠍ᖺ 䠐ᖺ 䠔ᖺ 

 

(2) ᪥⛬とෆᐜ 

日⛬と内ᐜについては、⾲２、３に示す。 

 

 

     ⾲２ ᮏ࣒ࣛࢢࣟࣉෆᐜ㸦ᖹᡂ3�ᖺᗘ㸧 

᪥ 㡯目 ෆᐜ 参ຍ⪅  ᩘ

㻝᭶㻞㻢᪥（ᅵ） 
 

㻝㻟䠖㻜㻜 
䡚 

㻝㻣䠖㻜㻜 

「䠟䠩」 
「ാ䛟䛣とと
䛿」 
䐟ㅮ⩏ 
䐠䠣䠳 
䐡Ⓨ⾲ 

ே䛿ఱのた䜑䛻
ാ䛟の䛛䠛 
ാ䛟䛣との᰿ᮏ
的䛺ព䛻䠣䠳
を㏻䛨䛶Ẽ䛵い
䛶い䛟 

䠒㻛䠔  ྡ
 
 
 
 

㻞᭶㻞㻟᪥（ᅵ） 
 

㻝㻟䠖㻜㻜 
䡚 

㻝㻣䠖㻜㻜 

「䝏䞊䝮䝡
䝹 䝕 䜱 ン
䜾」 
䐟䝽䞊䜽 
䐠䠣䠳 
䐡Ⓨ⾲ 

䝽䞊䜽䛷組⧊を
యឤし䚸組⧊の
୍員とし䛶ാ䛟
ពを䠣䠳䛷深
䜑䛶い䛟㻔ᅗ䠎参
↷㻕 

䠓㻛䠔  ྡ
 
 
 

㻟᭶㻞㻟᪥（ᅵ） 
 

㻝㻟䠖㻜㻜 
䡚 

㻝㻣䠖㻜㻜 
 

「 㛗 䛟 ാ 䛟
た 䜑 䛻 ᚲ
せ䛺」 
䐟䝽䞊䜽 
䐠ㅮ⩏ 
䐡䠣䠳 
䐢Ⓨ⾲ 

定ᖺを㏄䛘た
ᴗேの職ᴗ⏕
άを⪺䛝䚸⮬ศ
た䛱のᑗ᮶を
ീし䚸ാ䛝⥆䛡
るた䜑䛻ᚲせ䛺
をヰしྜ䛖 

䠒㻛䠔  ྡ
 
 
 
 

          䠟䠩䠖䝁䝭䝳䝙䜿ー䝅䝵ン䚸 䠣䠳䠖䜾䝹ー䝥䝽ー䜽 

 

⾲㸱 ࣉࢵࣉࢵࢸࢫ∧ㅮᗙෆᐜ㸦ᖹᡂ3�ᖺᗘ㸧 

᪥ 㡯目 ෆᐜ 参ຍ⪅  ᩘ

㻝㻝᭶㻞㻠᪥（ᅵ） 
 

㻝㻟䠖㻜㻜 
䡚 

㻝㻣䠖㻜㻜 

「⮬ศの▱
䜙 䛺 い ⮬
ศ を ▱ 䜝
䛖」 
䐟 䠣 䠤 の

⏕ ά 䛻
䛴 い 䛶
య 㦂 Ⓨ
⾲ 

䐠䝽䞊䜽 
䐡ㅮ⩏ 
䐢ಶே 

䝽䞊䜽 
䐣Ⓨ⾲ 

䐟䠣䠤䛻ධ䛳䛶
いる参ຍ⪅䛛
䜙⮬❧䜎䛷の
ὶ䜜と䚸⌧ᅾ
の⏕ά䛻䛴い
䛶⪺䛝䚸ᑗ᮶
へのイ䝯䞊䝆
をᣢ䛴 

䐠䝆䝵䝝䝸の❆
を䜰䝺ン䝆し䚸
ே䛛䜙⮬ศ
へのゝⴥの䝥
䝺䝊ントを䜒䜙
䛖㻔ᅗ䠍参↷㻕 

䠒  ྡ
 
 
 
 

 

(3) 実施に࠶たってのᕤኵ 

平成29年度本ࢢࣟࣉラ࣒施行の際は、事๓にケース担当

者と情報共有を行いㄢ題のᢳ出、┠ᶆ฿㐩点のすりྜわせ

を行い、各人が༠ຊして㐍められるようにࢢルーࣉศけを

ᕤ夫した。また、各ࢢルーࣉにࣇシࣜテーࢱーとして職

員を㓄⨨し㝶時ࣂࢻイスを行うとともに、㸯ࢡール３回

を通じて内ᐜが深まっていくように、ෑ㢌で初日の内ᐜを

２回┠・３回┠にり㏉り、２回┠の内ᐜを再度３回┠に

࣡ーࢡをしてから㐍めるような時間㓄ศとした。ẖ回、内

ᐜẖにᕤ夫したり㏉りシートを用意した。 
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 平成30年度に関しては上グに㏣加して、り㏉りシート

の内ᐜを平成29年度よりもさらに参加者各人の障害特性に

ྜわせるᙧで」ᩘ✀㢮用意した。 

     

㸱 ⤖ᯝ 

ẖ回のり㏉りシートをᢤ⢋し感想を下グ⾲㸲・㸳にまと

めた。ࡑこには、働く事とはỴして一人で出来る事ではなく

他者を意識する事であったり、自身が働き⥆ける事へのὀ意

点等が、一人ࡦとりの言葉で⾲わされている（⾲㸲）。 

また、ステࣉࢵࣉࢵ∧参加者からは、参加者各自の中に

知りたい・⪺いてみたいという✀がᇙまっていることが見て

取れた。さらにࢢࣟࣉラ࣒中は参加࣓ンࣂー全員が、たくさ

んのポジティブなࣇィーࢡࢵࣂࢻや「もっとこうするといい

ー内ࣂと言った言葉を㏦りあうことが出来ていた。࣓ン「ࡡ

には、相ᡭの好いᡤを見つけྜいᑗ来に向けてお互いを高め

あえるような㞺ᅖẼが㔊成されていた（⾲㸳）。 

 

⾲㸲 振り返りシートࡼりᢤ⢋㸦ᖹᡂ3�ᖺᗘ㸧 

➨䠍ᅇ目 

「ാ䛟䛣とと

䛿」 

䞉ᬑẁᙜたり๓のを‽ഛし䛶ୗ䛥䛳䛶いる

᪉䚻䛻ឤㅰするがษ䛰とឤ䛨䜎した䚹 

䞉をし䛶い䛟上䛷ษ䛺がⰋ䛟ศ䛛䛳た䚹 

䞉ேのᙺ䛻❧䛶る䜘䛖㡹ᙇりたい䚹 

➨䠎ᅇ目 

「䝏䞊䝮䝡䝹

䝕䜱ン䜾」 

 

䞉䝏䞊䝮䝽䞊䜽䛷ษ䛺䛿䛝䛱䜣とඹ有を⾜い䚸

༠ຊする䛣とが䛰とឤ䛨䜎した䚹 

䞉䝏䞊䝮䛷Ⰻい䜔ᝏい䛻䛴い䛶をἑᒣᛮい䛖

䛛䜉䜎した䚹 

➨䠏ᅇ目 

「㛗䛟ാ䛟た

䜑䛻ᚲせ䛺

」 

䞉つ๎ṇしい⏕άを㏦る䚸ᗣ䛻ὀពする䚹 

䞉「⤯ᑐ䛻䛒䛝䜙䜑䛺い」とい䛖Ẽᣢ䛱をぢ⩦いた

い䚹 

䞉へのពḧをᣢ䛱⥆䛡る 

䠏ᅇを㏻䛨䛶

ኚ化した䞉

ຮ強䛻䛺䛳

た 

䞉䝏䞊䝮䝥䝺イ䛻䛴い䛶Ꮫ䜣䛰䚹 

䞉௨๓䜘り䜒ᣵᣜ䜔⾲が㇏䛛䛻䛺り䜎したと䜋

䜑䜙䜜䜎した䚹 

䞉相ᡭのヰを⪺䛟がฟ᮶た䚹 

 りᢤ⢋ࡼシート∧ࣉࢵࣉࢵࢸࢫ ５⾲

๓䜰ン

䜿䞊ト（⪺い

䛶みたい） 

䞉ᗣのた䜑䛻ᬑẁẼを䛴䛡䛶いる䛣と䚸䜔䛳䛶い

る䛣と䛿䛒り䜎す䛛䠛 

䞉䛭䜜䛮䜜の≉Ꮚ社䛷障ᐖ⪅㞠⏝䛿䛹の

のேᩘ䛷し䛶いる䛛を⪺い䛶みたい䛷す䚹 

䞉䜾䝹䞊䝥䝩䞊䝮䛷の⏕ά䛻䛴い䛶▱りたい䛷す䚹 

䞉のேと༠ㄪᛶをᣢ䛴Ⅽ䛻ዴఱ䛻した䜙Ⰻい䛛䚹 

⤊ᚋの

り㏉り䜘り 

（䠏ᖺᚋの⮬

ศ䛻䛴い䛶䞉

ኚ化した） 

䞉୍ேᬽ䜙しを目ᣦす䛷す䚹 

䞉を⥆䛡䛶䠏ᖺᚋ䛿䚸Ⰽ䜣䛺ᚋ㍮䜔ྠᮇ䚸ඛ

㍮䛻上ᡭ䛟ᩍ䛘䛶䛒䛢䜙䜜る䜘䛖䛻したい䚹 

䞉⮬❧し䛶䜾䝹䞊䝥䝩䞊䝮䛻ධ䜜る䜘䛖䛻䛺りたい

䛷す䚹 

䞉ேのヰを⪺い䛶䚸のேの⪃䛘᪉を取りධ䜜る䚹 

䞉ኌ䛛䛡が䜔䛥し䛟䛺䛳たと䜋䜑䜙䜜た䚹 

 
㸲 考ᐹ 

 本ࢢࣟࣉラ࣒は、業の新人◊ಟ等で用されているࣉ

を、ఏわりやすい言葉や構㐀化された㈨ᩱ等を用࣒ラࢢࣟ

いて知的障害に㓄៖したᙧで本ㅮᗙ㸯回を３日間㸯ࢡール

で実施している。実施２回┠となる平成30年度は人ᩘを⤠

り込み、より個別にࣟࣉーࢳ出来るようなࢢルーࣉศけ

と職員㓄⨨にした。ただし、参加者によっては、り㏉り

シートに事㇟しかグධすることが出来ない方もいた。ࡑの

ため、今年度実施の際は、参加者によってはさらにきめ⣽

やかな࢝ス࣐ࢱイズが必要になるであࢁう。 

また、ステࣉࢵࣉࢵ∧でのり㏉りでは、あきらかに

自らの意識が変化し、他者もࡑれにẼ࡙くなどࣉラスの相

効果も生まれている事が見て取れ、⥅⥆して行っていく

事の大ษさを感じた。 

さらに初回開ദ時からのㄢ題でもあるが、本ࢢࣟࣉラ࣒

で得られた情報が雇用と共有が㐍んでおらず、職場での

㹍㹈㹒に活用されていないというഃ面がṧされている。 

今後は、この２つのࢢࣟࣉラ࣒の運用自体（対㇟者ᒙ・

時間㓄ศ等）のタ定をどうするかがㄢ題としてṧされたと

考えるため、職員間での㆟ㄽが必要と思われる。 

 

 ࡵとࡲ ５

このように運用するഃのㄢ題はあるが、ステࣉࢵࣉࢵ

∧参加者の変化に見られるように、一人ࡦとりがࢢࣟࣉラ

を⤊えて学んだことが活かせるような⥅⥆的な取り組み࣒

は、今後も必要と考えられる。 

次年度は、本ࢢࣟࣉラ࣒とステࣉࢵࣉࢵ∧の他に通年

を通じて、参加者が学びたいと思う事案についてのຮ強会

を開ദし、参加者㐩の「知りたい・学びたい」という知的

好ወ心を‶たすとともに、ຮ強会では会社で働き⥆けるた

めに必要な「ᬽらす」という㒊ศにもスポࢵトライトを当

てていく予定にしている。 

本ࢢࣟࣉラ࣒が、業で働いている方たࡕがᆅᇦでイキ

イキとᬽらしながら働き⥆けられる一ຓとなる事を㢪って

いる。 
 
【連⤡ඛ】 
ᯇᮧ ె子 
Ṋⶶ㔝ᕷ障害者就労支援ࢭンࢱーあいる 
e�maLl㸸Lll� #laNe.oFn.ne.jp 

図㸯 ࣉࢵࣉࢵࢸࢫ∧ 

ゝⴥのࣉレࢮント 

図２ ㏻ᖖ࣒ࣛࢢࣟࣉのᵝᏊ 
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ᑵປ⛣⾜からᑵປᐃ╔ᨭを㏻ࡋての 

㞀ᐖ⪅⮬㌟の㞀ᐖཷᐜ(⌮ゎ)のᨭに࠸ࡘて 
 

 （ス⟶理㈐௵者ࣅト サーࢡࣇル࣋ー࢝いわき生㔝学ᅬ ティン）ᮧᓥ ⏤起ۑ
ᯘ⏣ ᪩ⱑ（いわき生㔝学ᅬ） 

 

㸯 ࢸン࢝ーࣇࣝ࣋クトのᴗෆᐜ 

たる対㇟は、知的障害。 

55年に知的障害者の通ᡤ更生施タとして「いわき生

㔝学ᅬ」が開ᡤし平成19年に障害者自❧支援ἲにᇶ࡙く障

害者⚟♴サーࣅスの生活ㆤと就労支援㹀ᆺ事業に⛣行す

る。就労支援の強化・実を図るため平成2�年に、就労⛣

行12名୪びに就労支援㹀ᆺ事業ᡤ1�名の、いわき生㔝学ᅬ

ティン࣋࢝ルࢡࣇトを新たに開タ。ࡑの後、一⯡就労し

㏥ᡤした用者の定員ᯟを⿵できず、平成30年に就労⛣

行定員を12名から６名に๐ῶすると同時に、就労定╔支援

事業を開始する。一⯡就労実⦼ᩘとᘏ用者⥲ᩘとの割

ྜは㸵名（40㸣）。 

 

２ ᮏᴗᡤの≉Ⰽ 

本ᅬは就労⥅⥆支援㹀ᆺ事業に取り組ࡴ中、ᑡ子高㱋化

にకい労働人ཱྀῶᑡで人ᮦ確ಖがᅔ㞴となっている業⏺の

㸯つがእ食⏘業であるので、㣧食業を㍈にした就労支援

事業ᡤとして、就労⛣行と２࢝ᡤ┠の就労⥅⥆支援㹀ᆺ事

業を開始する。就労⛣行支援について当初は、調理ᖌචチ

の取得もど㔝にධれて支援していたが、調理ᖌචチが実務

２年で就労⛣行支援のᇶ本的用期間と同期間となるため、

調理ᖌචチの取得を║ㄢ題からᩒえてእし、一⯡就労の

ための職業人としての自覚や調理⿵ຓ業務のᢏ⬟といった

実㊶ຊ取得にウ࢙イトを⨨きながら、他業✀での業実⩦

のほか、高㱋・障害・ồ職者雇用支援機構の就労支援のた

めのカ⦎生用ࣜࢡࢵ࢙ࢳスト㡯┠にἢった就労๓支援を実

施している。 

 

㸱 ᴗ実⩦を㏻ࡋて見࠼てࡁたࡇと 

本ᅬ内の作業では用者がุ᩿に迷うなど不安時には、

支援者からࣟࣉーࢳしているが、実⩦ඛでは、用者は

大きく次の２つの行動にศかれるようである。ձわからな

いから行動をṆめて、ኌ掛けしてもらうことをᚅつ。ղ他

者に確認せずᡭにุ᩿して行動する。この２つとも、

業ഃとしては当↛望ࡴことではないため、本ᅬとしては、

実⩦๓の用者が作業中にุ᩿に迷うなどᅔった事があれ

ば、他にຓ言をồめるなど自的行動をとれるように支援

することが重要と考え、ᅬ内の作業中のࡑのような場面で

は、支援者は用者からのࣟࣉーࢳをᚅつように心がけ

ている。 

業実⩦では、ᅬ内とは␗なり支援員の௦わりとして、

業ഃのキーパーࢯンをできれば」ᩘ用者に知らせてお

くように業ഃと実⩦๓にᡴྜࡕわせをしている。特に不

安感が強い用者の場ྜは、キーパーࢯンのᏑᅾが実⩦成

ຌのためのಖ㝤ともいえる。逆に、自ᕫの⬟ຊをやや㐣ಙ

しているഴ向にある用者の場ྜは、業での作業場のኻ

ᩋはᅬでのカ⦎的作業とは␗なり業にᦆኻをᣍき、場ྜ

によっては、ᦆ害㈺ൾㄳồされるྍ⬟性もあることを理解

させて、指示された業務について確ಙが持てない場ྜは、

自ᕫุ᩿でᡭに作業を⥆行しないようにすることが、労

働者として重要であることを認識させるため、〇ရ等のᮦ

ᩱや人௳㈝のコストについてもわかりやすく説明するよう

に努めている。 

୧者とも用者自身の障害の理解・受ᐜが༑ศでないこ

とがཎᅉの㸯つであると思うが、知的・発㐩障害は自身が

理解しにくい障害なので、就労支援の重要なㄢ題としては� 

まずは自ᕫ理解を深めるように、ࡑの人のストレンࢢスに

╔┠しながらも�ウィーࢿࢡスも㋃まえながら� 障害特性

に応じた就労支援を通して実⩦ඛや就労ඛを᥈していくこ

とが就労支援の᭱初のㄢ題となると考える。 

本事業ᡤは事業を開始し、まだ㸲年వりのため、一⯡就

労者もᑡなくศᯒࢹーࢱとして༑ศではないが、以下の対

照的な事を通してᨵめて障害者の就労を支援するポイン

トを考えてみたい。 

 

㸲  

(1) 㹍・㹆㸦⏨ᛶ㸸⌧ᅾ2�ṓ 㞀ᐖ༊ศ２ ⒪⫱ᡭᖒ㹀２㸧 

ධᡤ日㸸平成2�年12᭶㸵日 

就職日㸸平成30年㸯᭶㸷日 

就職ඛ㸸㹑ᰴᘧ会社�大ᡭእ食⏘業)（務ᗑ⯒）㹉ᗑ�本

ᅬより㌴で10ศ) 

職✀㸸Ὑい場および┒りけ、調理⿵ຓ 

 労働᮲௳㸸㐌㸳日 10㹼1�時（休憩�0ศ） 

 時間⤥（᥇用時）㸸955 ㈹あり（年２回２か᭶ศ）

㏥職ᡭ当なし 

 ධᡤのㄢ㢟 

ルコール౫ᏑЍストレスを㣧㓇で⣮らわす不ᦤ生な生・

活であった。・人間関ಀのトラブルЍ・ẅ人ᮍ㐙⨥で実

ฮุỴを受けている。 

イ ᑵປࡲでのㄢ㢟 

・ධᡤ後もルコールのᦤ取や人間関ಀのトラブルが⥆き

話しྜうもなかなかᨵၿに⮳らなかった。ཎᅉとしては、

本人が他者への不ಙ感から⚟♴サーࣅスの必要性に

問をᢪいており、また、自身の障害理解が不༑ศである
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と思われた。ධᡤ当初は、本事業ᡤの就労ࢢࣟࣉラ࣒に

ᇶ࡙く支援では‶㊊できず、自身で就職活動に取り組ࡴ

ものの、業として本人の就労を支える人≀（家族等）

や組⧊がないことから、就職に繋ࡆることが非常にᅔ㞴

であることを実体㦂したことをきっかけにして、障害⚟

♴サーࣅスの必要性を認めるようになった。 

・就職支援活動として、本人が希望した２つの㣧食ᗑでの

実⩦実施の上、本人は、⌧ᅾの就職ඛを㑅ᢥし雇用ዎ⣙

を⥾結した。本人が実際に業で実⩦し就職ඛを自身が

Ỵ定したことにより、本人が持っていた障害⚟♴サーࣅ

スを用したら支援者の考えにかなり᮰⦡されるので

はとの❓ᒅなイ࣓ージをᡶᣔできたことで、ࡑれ以㝆の

支援をᣄ否することはなくなった。同時に㣧㓇に⁒れる

ことがないようストレス解消の方ἲ（㊃味等）の提案を

行うとともに支援者として、本人に対して非ᑂุ的な態

度で接することでẼᴦに職場のហ⑵などを話せる人間

関ಀ࡙くりに努めた。   

 ᑵ⫋ᚋのㄢ㢟 ࢘

・人間関ಀのトラブルЍ障害者雇用ᯟでの᥇用の為、他の

従業員より仕事㔞が␗なり他の従業員の理解が༑ศ得

られていないことがあり、ࡑれに本人は㐣に反応して、

㝜ཱྀを言われていると思い込んで、他の従業者にとけこ

めない状況である。また、仕事への不‶について、上ྖ

（ᗑ長）を通さず、人事本㒊まで自身で相談に行くなど

会社組⧊を理解せず、⊂᩿で行動に⛣してしまい、ます

ますᏙ❧している状況にある。 

 会社ഃのㄢ㢟 ࢚

・ᗑ長が␗動等により変わることがከく、本人の就労をサ

ポートするキーパーࢯンが確定し࡙らい。また、大業

としての社会的㈐௵として、障害者雇用に取り組んでは

いるものの、⌧場で指┘╩するᗑ長には、「障害者雇

用していていれば問題ない」として、本人への期ᚅは低

く職業人としてのレ࣋ルࣉࢵには関心は低い。 

・パート従業者がከく、障害者への理解を深めるように働

きかけることがᅔ㞴な状況がある。 

 て࠸ࡘᚋに ࢜

・本人Ѝ㔠㖹にవ⿱をもって生活したいとのこと。 

・⌧ᅾの職場環境は、⢭⚄的㈇担が強く再びルコールに

㢗ってしまうのでは" Ѝ本人のᑗ来生活タ計を考えල

体的┠ᶆタ定（⿵ຓ業務から༢⊂調理へのレ࣋ルࣉࢵ

による㈤㔠ࣉࢵ）により労意欲⥔持を支援する。 

(2) 㹌・㹆(ዪᛶ㸸⌧ᅾ21ṓ ⒪⫱ᡭᖒ㹀㸯) 

就職日㸸平成29年11᭶20日 

ධᡤ日㸸平成2�年㸲᭶㸯日 

就職ඛ㸸㹄ᰴᘧ会社�大ᡭእ食⏘業) 

務ᗑ:ዉ良㤶Ⱚᕷ 

職✀㸸Ὑい場・調理⿵ຓ  

労働᮲௳㸸㐌㸲日10㹼15時 

時間⤥（᥇用時）㸸�50 ㈹なし ㏥職ᡭ当なし 

 ධᡤのㄢ㢟 

・高ᰯを༞業して本事業ᡤにධᡤ。働いた⤒㦂ないためᗂ

さがṧり、障害者ということで家族も㐣ಖㆤに育てたた

めか本人は自身の⬟ຊをやや㐣ᑡ評౯Ẽ味であり、ఱ事

にも自ಙが持てず౫Ꮡ心が強く、社会人としての意識が

低い（働くことへの心構えができていない）  

イ ᑵປࡲでのㄢ㢟 

・事業ᡤ内のཔᡣ内のカ⦎環境を就業環境に㏆࡙けること

によって意識࡙けを図った。ややཝしいኌ掛けでご本人

のࣔ࣋ࢳーションが一時的に低くなることもあったが、

∗親が大をᝈいධ㝔されたことにより、自❧を強く意

識できるようになった。就労したいとの⇕意が強くなり

家族への౫Ꮡ心からくる⏑えがᨵၿしていった。 

 ᑵ⫋ᚋのㄢ㢟 ࢘

・年上のዪ性がከい職場で一␒ⱝᡭということもありྍ愛

がられ、パート務者がከく人のධれ᭰わりがከいにも

関わらず、キーパーࢯンも」ᩘᏑᅾしている。 

 会社ഃのㄢ㢟 ࢚

・本人はධᗑ時にẚ自身ができる業務に✚ᴟ的に取り組

んでいるが（おᘚ当┒りけなど）、人ᡭ不㊊で指導ಀ

を確ಖできず本人に計⏬的に業務のレ࣋ルࣉࢵのた

めの指導がᅔ㞴なのを職場全員でࣂ࢝ーしている状況。 

 て࠸ࡘᚋに ࢜

・ご本人からもうᑡし働きたいとの希望があり、今後の⤒

῭的自❧を考えれば㐌20時間⛬度の務では不安有。 

 

５ 上グ２ケーࢫのᑵປᨭを㏻ࡋて感ࡌたࡇと 

ᙼらは知的障害者であるとの自ᕫ理解が不全であり、

 。れが本人の生き࡙らさにつながっているように思うࡑ

障害受ᐜの㐣⛬については、これまでに中㏵障害であ

る身体障害者に対し考ᐹされてきた。「障害受ᐜとはあき

らめでもᒃ直りでもなく、障害に対する౯್観の㌿であ

り、障害をもつことが自ᕫの全体として人間的౯್を低下

させるものではないとの認識と体得を通じて、の意識や

ຎ等感をඞ服し、✚ᴟ的な生活態度に㌿ずること。」と上

⏣Ặ㸯）は定義しているが、あるがままの自ศを受ධれて、

ຎ等感にⱔまれるのではなく⣲直に࿘ᅖの人たࡕの支援

を受けධれることで、ࡑの人らしく✚ᴟ的な生活が実⌧で

きるのではと考え、本事業ᡤでも就労支援のㄢ題の㸯つと

して「障害者自身の障害受ᐜ」についての支援に取り組ん

でいきたい。 

 
【参考文献】 

1）上⏣ᩄ㸸障害受ᐜࡑ�の本㉁とㅖẁ㝵について�⥲ྜࣜハ�ᕳ� 

�ྕ515�521 �19�0 㻕 

【連⤡ඛ】 

いわき生㔝学ᅬ 7el㸸0����53�1121 

e�maLl㸸LwNLNn#FUest.oFn.ne.jp 
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▱ⓗ㞀࠸ࡀ⪅㸿ࢇࡉのトࣛイࣝ㞠⏝㸱ࣨ᭶の㌶㊧ 

㹼ࢪョࣈコー࣡ࡶࢳンࣉࢵ㸟㹼 
 

 ᒣ下 直子（社会⚟♴ἲ人㜰⚄⚟♴事業ᅋ ななくさ育成ᅬ 業ᅾ⡠ᆺ職場㐺応援ຓ者）ۑ

ᕝ⁕ Ꮥ行（社会⚟♴ἲ人㜰⚄⚟♴事業ᅋ）  
 

㸯 社会⚟♴ἲே㜰⚄⚟♴ᴗᅋ 

(1) ᴫせ 

当ἲ人は39年㸲᭶、රᗜ┴すᐑᕷに社会⚟♴ἲ人㜰

⚄⚟♴事業ᅋ（以下「事業ᅋ」という。）として開タされ

た。事業としては社会⚟♴事業であり障害ඣධᡤ施タేタ

障害者支援施タ㸯かᡤ、障害者支援施タ３かᡤ、ᩆㆤ施タ

㸯かᡤ、特別㣴ㆤ⪁人࣍ー࣒㸯かᡤを運Ⴀしている。ࡑの

他、デ⒪ᡤ、⤥食ࢭンࢱーの運Ⴀや▷期ධᡤ事業や相談支

援事業、ᒃ宅ㆤ支援事業等も実施している。職員ᩘは⣙

320名、施タを用されている方が⣙5�0名である。 

 ᡂᅬ⫱ࡉく࡞࡞ (2)

ななくさ育成ᅬ（以下「育成ᅬ」という。）は障害者支

援施タであり、たる対㇟者は知的障害者である。定員は

140人であり௧ඖ年㸶᭶㸯日⌧ᅾで12�人の方が生活され

ている。育成ᅬ内に職場㐺応援ຓ者（以下「業ᆺ㹈㹁」

という。）が２名㓄属されている。 

 

２ 㸿ࢇࡉの⤂ 

㸿さん、⏨性、20௦、㍍度の知的障害。平成30年10᭶、

事業ᅋ内の相談支援を行っている事業ᡤから⤂を受ける。

平成30年11᭶、就労⥅⥆支援㹀ᆺ事業ᡤ（以下「就労㹀」

という。）に通っている㸿さんと面談した。㔝⳯の計㔞や

仕ศけを行いながら࿘りの࣓ンࣂーにኌをかけ༠ຊしྜい

ながらテキパキと働いている姿が༳㇟的であった。また、

就労意欲があるのを確認する。ただ、初めてのことには強

い不安をᢪき、⧞り㏉し職員に同じことをᑜࡡる確認行為

がከいことや就労㹀と育成ᅬで行う仕事内ᐜが全く違うた

め本人ができるかどうかの不安要⣲が大きくṧる面談と

なった。 

 

㸱 実⩦を⤒てトࣛイࣝ㞠⏝ 

平成31年３᭶㸲日から15日までの10日間、実⩦を行った。

㸿さんが育成ᅬを実⩦ඛに㑅んだ理⏤は以๓通っていた就

労㹀より自宅から㏆いことや業ᆺ㹈㹁が㓄⨨されている

というサポート体制に⯆味を持たれていた。しかし、就労

㹀で行っていた作業とは違い、⌧場職員の業務⿵ຓとして

Ύᤲ業務中心の実⩦内ᐜであった。㸿さんにとって今まで

あまりΎᤲをしたことがなく初めての⤒㦂となった。 

面談時に⪺いていた通り、はじめの㸯㐌┠では確認行為

はከかったが、２㐌┠からは本人が自ಙを持って行動でき

るようなኌ掛けを３日┠以㝆から行ってきたことや本人自

身が実⩦内ᐜを覚え、自ら動くことができ始めたことで確

認行為はᑡなくなった。実⩦⤊時の評౯として、仕事面

ではΎᤲの丁寧さにḞけているが、まだまだスキルࣉࢵ

が望める状況にあると思われる。しかし、体調面では⏦し

ศなく、ࣇルࢱイ࣒の実⩦を全日⛬休ࡴことなく⤊えるこ

とができた。職業ࣜハࣜࣅテーションの㝵ᒙ構㐀に当ては

めるとᇶ本的労働⩦័の体ຊ面や体調⟶理、生活ࣜズ࣒と

いった点では༑ศであった。しかし、ࢼ࣐ーや身だしなみ

といった点にㄢ題があり、㸿さんやご家族からの働くこと

に対する不安要⣲もあったことからトライル雇用での᥇

用となった。 

 

㸲 トࣛイࣝ㞠⏝からᮏ᥇⏝ 

(1) 㛤ጞから㸯ᅇ┠ホ౯ࡲでのᵝᏊ 

᭱初の㸯か᭶はゼ問ᆺ職場㐺応援ຓ者（以下「ゼ問ᆺ㹈

㹁」という。）が㐌３回ゼ問し、業ᆺ㹈㹁と㸿さんとの

ಙ㢗関ಀを構築するためゼ問ᆺ㹈㹁がᯫけᶫとなって、ಙ

㢗関ಀを築く支援を中心に行った。仕事面では、今まで一

人で働いたことがなく「さびしい」等のኌを₃らすことが

あり、ゼ問ᆺ㹈㹁・業ᆺ㹈㹁が㸿さんの支援を行ってい

ると仕事に集中できず話し出すことが⥆いた。また、実⩦

時の評౯でΎᤲの丁寧さにḞけていたため、Ύᤲを重点的

に支援した。㸿さんは発㐩性強調運動障害であり、ᡭඛの

運動がⱞᡭであった。この障害特性も相まってか、Ύᤲに

対して⥡㯇にするという感覚があまり感じられず㸿さん自

身もΎᤲを㑊ける姿や不安な様子が見られた。ࡑの為、Ύ

ᤲを集中的に行う時間を業務時間中に組み込み、不安等を

解消できるように取り組んだ。 

トライル雇用での᥇用㸯か᭶後、業ᆺ㹈㹁２名で評

౯を行った。評౯は事業ᅋ⊂自で作成したものを用して

いる。評౯㡯┠の中で᭱も低かったのが、「作業のṇ確性」

であり、これはΎᤲを㑊けたいといった不安要⣲がᢤけて

いないことがᣲࡆられる。次に「身だしなみ」について、

実⩦中とẚ業ᆺ㹈㹁が常に㸿さんのࡑばにいる状態で

はないことから、↓意識に服がれてしまい㸿さん自身

も直す意識がないことが評౯でศかった。᭱後に「職場の

ルールの理解」の中でⱞᡭなΎᤲ時間をῶらし次の業務を

行っており、自ᕫ解㔘でルールを変更していることがあっ

た。 

(2) 㸯ᅇ┠のホ౯をཷࡅて２ᅇ┠のホ౯ࡲでのᨭ 

２回┠の評౯に向けて業ᆺ㹈㹁の集中支援を開始した。 

まず、「社会人としてのࢼ࣐ー」の身だしなみについて、

休憩ᐊに全身㙾を⨨き、イラストを㈞り、本人が意識でき
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㌟ࡳ࡞ࡋࡔのᨭ 

るようにした。ᡭඛが不ჾ用でも

身だしなみについて㸿さん自身で

意識することに支援を行った。支

援開始時は業ᆺ㹈㹁のኌ掛けが

必要であったが、次➨に㸿さん自

身でポࣟシࣕツのࢱ࣎ンを␃めた

り、ズ࣎ンが下がってくるとあࡆ

たりして意識するような姿が見ら

れ始めた。 

６᭶下᪪㡭、㸿さんと⌧場職員のやりとりをたまたま

業ᆺ㹈㹁が見た際に本来Ỵめていたルールとは違うことを

していた。ࡑのことを業ᆺ㹈㹁が㸿さんに指したこと

で、「もうこんなとこࢁは᎘だ」「なんでᤲ㝖ばっかしな

いといけないのか」「職員がしたらいいじࡷないか」とኌ

をⲨࡆることがあった。業ᆺ㹈㹁として㸿さんと⌧場職

員がどのようなやりとりをしていたのかを確認しなかった

ことや日㡭から㸿さんとのコミュニケーションが༑ศでは

なく、㸿さんとఱでも話せる関ಀができていなかったこと

を③感した。しかし、㸿さん自身も育成ᅬの職員であるこ

とを理解してもらうための意識ᨵ㠉を行った。育成ᅬは施

タの⪁ᮙ化が㐍み、௧ඖ年10᭶にᐆሯᕷに⛣㌿すること

がỴまっている。「新しい場ᡤ」に一⥴に行きたいこと、

⌧場職員は㸿さんがいないとᅔってしまうことなど、๓向

きな話を行うようにした。また、Ύᤲを集中して行う時間

について、本人と話をしている中で「やならければならな

い」というࣉレࢵシࣕーを感じていたことを知り、び名

を「ࣕࢳレンジࢱイ࣒」から「ᤲ㝖の時間」に変更を行っ

た。ただの名⛠変更と思われるかもしれないが、名๓を変

更してからは、ᤲ㝖の時間の๓に集中ຊが㏵ษれることも

なく✚ᴟ的にΎᤲを行うようになった。 

(3) ２ᅇ┠のホ౯から㸱ᅇ┠のホ౯ࡋࡑࠊてᮏ᥇⏝ 

業務内ᐜを覚え始め、࿘りの職員の動きがศかるように

なると「自ศがやったほうが職員はຓかるのではないか」

と考え、自ら✚ᴟ的に仕事を行うようになってきた。 

Ύᤲ方ἲについて指を受けるとἽきながらྉࡪことが

ᩘ回見られたが、業ᆺ㹈㹁と面談する機会をタけてから

は情⥴不安定になる回ᩘがῶった。自ศのẼ持ࡕをṇ直に

話す時間を作ることが㸿さんにとって必要不ྍḞな支援で

あった。 

Ύᤲに関して、仕事の㔞は問題ないが、㉁をồめられる

とまだまだㄢ題がある。本人の障害特性上、身体をうまく

えないが、「丁寧に行う」とはまた別のㄢ題であるため

今後もᘬき⥆き支援を行っていきたい。 

ẖ日の業務を行っている姿やトライル雇用期間の３か

᭶を通しての㸿さんをり㏉ると大きく成長したと思う。

一⥴に⛣㌿に向けて一⥴に働きましࡻうとኌをかけた。 

 

 

５ ᴗᆺ㹈㹁の࣡ン࣏ࣉࢵイント 

᥇用後はゼ問ᆺ㹈㹁が集中支援でධって㡬いていた。ゼ

問ᆺ㹈㹁も支援計⏬を❧てていたことや㸿さんに以๓から

関わっていた相談員もおり、ከ✀がΰᅾしていた。業ᆺ

㹈㹁がどのࢱイミンࢢで関わっていくのか㞴しい状況で

あった。また、お互いが持っている情報を・共有しな

いまま支援に携わっていたこともあり、ゼ問ᆺや業ᆺに

ᤊわれずに㸿さんに対してໟᣓ的にかかわる大ษさを実感

した。 

本人にྜった㐨ලの㑅定について、ᤲ㝖を行う際、ほう

きとࡕりとりを‽ഛしていた。発㐩性༠調運動障害の㸿さ

んにとって、ほうきでᤲくということに㞴しさを覚えてい

たが、㐨ලを㐺ษにうことで大きな効果が得られること

の理解やᒇ内に㝈らずከくの場ᡤで活用できることを㋃ま

えてほうきとࡕりとりの用を行っていた。しかし、本人

がⱞᡭとしているほうきよりいやすい㐨ලを提供したほ

うがよいのではないかというẼ࡙きを得た。以後は本人が

ᤲ㝖しやすい㐨ලでありୟつ⥡㯇にᤲ㝖ができるようにな

る㐨ලを双方から検討し㐨ලの㑅定を行っている。 

今まで障害者雇用の࣓ンࣂーで評౯を行っていたことは

あったが、評౯の内ᐜを➨三者にఏえる際にどのようにఏ

えればよいのかを今回のトライル雇用期間中に検討した。

結果、ᩘ್化することでど覚化もྍ⬟であり、以๓との変

化を一┠で確認できる点がᣲࡆられる。評౯をする際は

㸯人で行わずに２人で実施すること、できるだけ観的な

ど点を省くことができるように努めた。本人にもᩘ್だけ

でなく、ࢢラࣇの大きさが大きくなるように㡹ᙇࢁうと働

きかけることで、２・３回┠の評౯をᴦしみにᚅっていた。 

 

 ࡵとࡲ ６

㸿さんは本᥇用になり「㡹ᙇって働きたい」と働くこと

に意欲を向上させていることや、職員と同じ時間働きたい、

自ศにできることをもっとቑやして職員の㈇担をῶらした

いと話しており、ࡑのẼ持ࡕが今後の㸿さんを成長させる

と感じている。一方で、年㱋もⱝく大きなྍ⬟性を⛎めて

いることから、ここで働きながら自ศに向いている仕事や

やりたい仕事が見つかった際には、業としてしっかりと

⫼中をおしてあࡆたい。新しいことに不安を覚えたり、障

害特性上ᅔ㞴さを覚えたりすることでも支援を受けること

で「できなかったこと」が「できること」に変わるという

ことを㸿さんには知って欲しい。㸿さんは「ᐆሯᕷに行っ

てもᴦしく仕事がしたい」と言い、⌧ᅾの仕事にບんでい

る。環境の変化に対して不安はないように見えるが、今の

意Ẽ込みで⛣㌿後も㡹ᙇって欲しいと期ᚅしている。 

 

【連⤡ඛ】 

ᒣ下 直子 e�maLl㸸LNXseLen#nanaNXsa.oU.jp 
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障がいを有する社員の家族との相互理解の深耕と 

職場定着支援強化を目的としたイベント「家族参観」への取り組み（ES向上） 
 

 井口 智義（みずほビジネス・チャレンジド株式会社 企画部 職場定着支援チーム チーフマネージャー）ۑ

出澤 美恵子・清水 精（みずほビジネス・チャレンジド株式会社） 
 

㸯 ࡵࡌࡣに 

厚生労働省の「平成30年 障がい者雇用状況の集計結果1)」

によると、平成30年６᭶㸯日⌧ᅾでの全ᅜの特子会社ᩘ

は4��社、ࡑこに32�51�人の障がい者の方々が日々業務に

従事されている。特子会社のከくは障がい者社員の家族

�以下「家族」という。)と直接的な関わりを持つことで

な定╔支援を実㊶されていると᥎ᐹされる。 

しかしながら、当社はタ❧当初から障がいを持つ社員に

対して「ࡦとりの自❧した社会人」、「会社はࣉライ࣋ー

ト（家庭）には㋃み込まない」ことと、業理ᛕである

「社員あっての会社」を意識した支援を実㊶し、直接的に

は家族との接点を持たず、家族との連⤡・調整・生活支援

は支援機関に担って㡬くといった「家族⇔支援機関⇔会社」

の三位一体支援体制を㍈として行ってきた。 

 

２ ᣑࡀる多ᵝと「家族参観」の実施ᥦ 

タ❧当初の社員構成のたる障がい✀別は身体であった

が、社員ᩘのቑ加とともに大きく変化し、⌧ᅾでは知的、

⢭⚄の割ྜが㸶割とᛴቑしている（図㸯参照）。 

この間、拠点もቑ加し各拠点に常㥔する社内ジョブコー

も計3�名（2019年㸶᭶31日⌧ᅾ）（。以下「JC」という）ࢳ

となり、社員のከ様な障がい特性に㓄៖した支援・指導が

必要となっている。同時にከ様化の㐍展により、࣓ンࢱル

ケが必要な社員もቑ加ഴ向にある為、JCの更なるᑓ㛛性

が必要とされている。 

の中で知的障がい社員がከくᅾ⡠する大ᡭ⏫業務㒊でࡑ

は、家庭環境や成育に起ᅉし、心身が不安定な状態に㝗る

社員が」ᩘ名発生したことから、JC間で今後の定╔支援強

化⟇を検討・༠㆟。 

結果、「ながくはたらく（職場環境の提供）」を㍈とし

てᤊえ、ࡑれを実⌧するためには「ご家族との関わり�情

報共有・相互理解)」が必要かつ重要であるとの結ㄽに㐩

し、従来の「三位一体支援体制」を㋃まえつつも一Ṍ㋃み

込んだ、⊂自の施⟇として全社にඛ㥑けて「家族参観」を

⏬するに⮳った。 

 

㸱 ᥦからᢎㄆ・実施ࡲで 

大ᡭ⏫業務㒊のJCが⏬した「家族参観」は、社内⟶理

職間で༠㆟・検討する㐣⛬において様々な㆟ㄽがなされ、

ᢎ認までに相当の時間を要した。 

これは当社のᇶ本的な支援の考え方である「三位一体支

援体制」が定╔し、᪤成ᴫᛕをᔂさないまま今日に⮳って

いることが大きく起ᅉしている。 

⟶理職からの意見のከくは以下の理⏤から実施に否定的

なものがከく、ࡑの中で大ᡭ⏫業務㒊長は㓄下のJCの提案

を実⌧すく、Ꮩ㌷ዧ㜚するかたࡕで⟶理職間の㆟ㄽを⥆

けた。 

・当社はタ❧当初より家族とは直接的に関わりを持たない

「三位一体体制」での支援を⥔持してきた。この体制を 

㐓⬺することにはᢠがある。 

・家庭環境により参加できない家族がいる社員への㓄៖は

どうするのか。 

・社員もከ様化し、家族と直接的に関わる重要性は認識し

ているため否定しないが、他の拠点をᕳき込んだᣑ大実

施は時期ᑦ᪩。 

᭱⤊的に⟶理職間で出たᠱᛕ事㡯に㓄៖をするかたࡕで

のᯟ組みを๓提に実施の運びとなった。 

図㸯 㞀࠸ࡀ✀ูᚑᴗ員ᩘの᥎⛣(1���㹼2�1�) 

 

㸲 「家族参観」実施ᴫせと┠ⓗ 

(1) 実施ᴫせ 

 開 ദ 日 2019年３㹼㸲᭶に計３回実施ڧ

参加者ڧ  ᩘ 29名�家族20名/支援機関担当者㸷名) 

 内    ᐜ 会社案内'9'ど⫈/業務見学・説明/JC面談等ڧ

の三位一体支援体制を⥔持し「家族⇔支援機関⇔会社」ڧ

」㞧な家庭環境を持つ社員のẼ持ࡕにも㓄៖した上で実施。 

(2) ┠ⓗ 

・ご子ᜥ・ご௧Ꮉの社会で活㌍する生の姿を見ることでご
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家族に感動や安心を得ていただく。 

⇒結果、この会社にながくはたらかせたいと感じてい

ただく。 

 

・職場での働き方を見ていただき、ご家庭では知りえない

本人の特性を知っていただく。 

⇒ご家庭での今後の教育に活かす（家庭と会社の連携） 

・直接の相互コミュニケーション機会の創出提供。 

 ⇒本人に対する丁寧な指導の様子を知っていただき、ご

家族を含めた帰属意識が高まって欲しい。 

※結果として、会社の「ながくはたらく」環境の様子を

知っていただく。 

 

５ 「家族参観」運営上の留意点 

(1) 社員の意向尊重 

社員全員（41名）に対し個別説明を行い、肯定的な反応

を示した社員のご家族のみに案内。 

(2) 三位一体体制維持 

ご家族に対する案内は支援機関を通じて実施。参加を希

望する支援機関担当者がいれば喜んでお越しいただく。 

(3) 家族不参加の社員に対する配慮の徹底 

計３回の家族参観を全て“サイレント”で（見学者が家

族であることの事実を社員に伏せて）実施。 

 

６ 「家族参観」の生の声 

参加された社員15名のご家族20名全員と担当JC６名が

各々面談を行い、予想していなかった情報を含め、以下の

様々な感想や意見を伺えたことは、ご家族、JC双方にとっ

て従来の思い込みを解消する、大変貴重かつ重要な場と

なった（図２参照）。 

図２ 面談で多く出たご家族からの感想・意見 

 

・職場（仕事をしている姿）を見学できるとは思っていな

かったので嬉しかった。 

・生き生きと働いている姿を見て安心した。 

・「迷惑を掛けているのでは」と思っていたが、これほど

成長させていただいてありがたい。 

・自宅では整理整頓ができないのに職場ではできていたこ

とに驚いた。 

・休日は服薬をせず覚醒状態が低いため自宅との様子の違

いに驚いた。 

・自宅では殆ど仕事の話をしない為、実際の業務を見るこ

とができて良かった。 

・食堂や休憩スペース等、とても良い環境で働かせていた

だいていることで安心した（感謝している）。 

・実際に業務をしている姿を見て、こんなにテキパキと仕

事をしているのかと驚いた（嬉しかった）。 

・担当JCと話をする機会を持つことができて良かった。 

 

７ 「家族参観」実施を振り返って 

(1) 家族との会話 

従来は心身の不調を始めとする社員のトラブルや問題が

発生したときのみ、ご家族に会社にお越しいただいて面談

を行っていたが、今回は初めて”平時”に親御さんと接点

を持つ機会を作ったことにより、親御さんに非常に好評で

支援機関にも「みずほ」の良さをご理解いただく良い機会

が創出できた。 

面談中に涙を流す親御さんや、「次回は夫婦で参加した

い」というお言葉等、温かみを感じていただける試みで

あったとともに、間接的に社員の帰属意識向上の効果も感

じられた。 

(2) 相互連携 

支援機関にも参加いただき、「家族⇔支援機関⇔会社」

の三位一体支援体制における支援機関の役割や重要性を三

者間で再確認できたことで、今後の支援体制の強化に繋

がっていくものと思われる。 

次回、安定就労に向けて家庭でのサポートが必要な全て

の社員のご家族に参加いただけるよう、支援機関との更な

る連携強化と情報共有の必要性を感じた。 

(3) ダイレクトコミュニケーション 

社内で逆風を受けての実施となったが、当初の予想を遥

かに上回るご家族のポジティブな反響があり、参加された

全てのご家族の真のニーズを掘り起こすことができたと同

時に、お子様に対する深い愛情をJCが再認識できたことも

非常に有意義であった。 

社員が「ながくはたらく」ことを支援できるツールをJC

が得られたことは大きな成果であり、新たな支援体制を検

討・構築する意味でもよい機会となった。 

また、この結果を以って社内の否定的な意見が肯定的な

考え方へと変わりつつあり、ノウハウを社内展開すること

で全社的な取り組みとして2019年度下期に他拠点に於いて

も実施する運びとなった。 

今後も全社的にご家族を含めて社員が「ながくはたらく」

より良い環境作りに努めて参りたい。 

 
【参考文献】 
1) 厚生労働省 平成30年 障害者雇用状況の集計結果 

https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_04359.html 
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